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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊谷卓
　新潟国際情報大学情報文化学部派遣留学制度に基づき、ロシア、中国、韓国、米国に派遣された学生は留学終了後、留学文集（皆さんの体験を下級生、その他、本学以外の人にも知らせることを目的の１つとする）の執筆をすることが義務付けられています。以下、同文集の執筆に関する手順は下記のとおりです。熟読して下さい。
（１）内容
1.目次（全体）、2.参加者氏名、3.日程、4.訪問先の授業内容、5.訪問先関係者の氏名･役職の5点は必ず掲載すること。これ以外に、コラム、その他各コース別の企画などの掲載は各コースに任せる。図表の掲載は可能である。

また、上記の項目に加えて、学生１人１人の報告文も掲載する。

（２）書式・ページ設定
フォントを統一するために、原稿はマイクロソフト社製のワードプロセッサ、ワードで執筆する。文字の大きさは10.5ポイントとする。原稿は40字×40行とする。文字フォントは、MS明朝を基本とする（タイトル等はゴシック等を使用しても構わない）。A4サイズとし、余白については、左右は25ｍｍ、上下20ｍｍとする。

（３）分量・写真

（１）で記した項目に関しては、11ページ以内とする（学生の文集責任者が原則として出発前、やむをえない場合留学期間中に、これらの内容を参加学生に割り振り、執筆させる）。

各学生の報告原稿は１名につき3200字以内に限定し、各コースの特色や状況に応じて、具体的に決める。各学生につき、写真を１人３枚提出する（デジタルカメラのファイルも可）。裏に名前と、何の写真なのか、キーワードを３つ書く。

（４）帰国後の編集について
各コースの学生文集責任者は全員の文章（紙媒体）、フロッピー、および写真を集める。学生は学生文集責任者の下、初歩的な編集作業を行う。

学生は各コースの担当教員から報告書の添削、誤字・脱字や文体のチェックを受ける。

その他、学生の文集責任者およびその他の学生は、各コースの担当教員および

熊谷卓、小宮山智志各教員の指示に従い、また不明な点については上記教員に問い合わせること。
（５）原稿の提出

各コースの学生責任者は文集作成を担当する教員により添削を受けた完成原稿（紙媒体）、フロッピー、写真等を事務局　関川係長　に提出する。
